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■
北
海
道

〇	

「
家
族
の
絆
」	

栗
山
佳
子

◎	

「
赤
い
金
魚
」	

さ
と
う
淳
子

◎	

「
赤
い
靴
」	

宮
崎
て
つ
子

◎	

「
王
の
い
な
い
夏
」	

和
田
さ
と
し

	

「
ハ
マ
ナ
ス
の
花
咲
く
頃
」
野
原
憲
次

◎	

「
夏
の
日
」	

Ｋ
・
暁
夏

〇	

「
利
休
は
永
久
に
」	

鎌
田
か
を
り

◎	

「
弁
当
」	

家
田　

満

〇	

「
愛
の
香
り
」	

東
間
征
子

◎	

「
幾
千
世
」	

悠
希
マ
イ
コ

■
青
森
県

	

「
歳
の
う
た
」	

小
山
田
良
三

◎	

「
黄
身
子
と
水
仙
」	

安
保
美
智
子

◎	

「
唄
は
明
日
を
連
れ
て
」	

中
村
公
子

■
岩
手
県

	

「
父
子
レ
ッ
ス
ン
」	

ヰ
尺
青
十

■
秋
田
県

〇	

「
酒
喰
ら
う
男
」	

佐
間
瀬
友
夢

■
山
形
県

◎	

「
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
」	

塩
崎
憲
治

■
茨
城
県

〇	

「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
湖
」
沼
澤
篤

〇	

「
主
役
」	
友　

修
二

〇	

「
帰
郷
」	

門
井　

了

■
栃
木
県

◎	

「
は
つ
こ
い
」	

鈴
木
あ
ぐ
り

〇	

「
氷
解
」	

島
田
ト
ミ
子

■
群
馬
県

◎	

「
和
菓
子
の
櫻
井
」	

も
ろ
ひ
ろ
し

◎	

「
ひ
な
菊
の
墓
」	

紙
屋
里
子

◎	

「
幽
霊
」	

本
田
敬
幸

	

「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
欠
片
」
ユ
ラ
ン

■
埼
玉
県

	

「
街
灯
」	

ふ
じ
ま
る

〇	

「
赤
毛
の
マ
リ
ー
＆
キ
ラ
キ
ラ
玉
」

	

エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
奏

◎	

「
冬
日
可
愛
」	

奈
良
毅
彦

	

「
子
育
て
孫
育
て
、
三
世
代
同
居
」

	
	

戸
山
和
子

	

「
幸
せ
な
人
」	

野
村
凛
々
子

◎	

「
家
族
の
肖
像
」	

折
口　

真

◎	

「
夏
衣
更
紗
」	

桃
乃
木
權
士

◎	

「
バ
デ
ィ
ス
の
記
憶
」	

木
村
雅
樹

〇	

「
お
や
じ
」	

小
島
恒
夫

◎	

「
曳
舟
茶
屋
奇
談
」	

今
井
亮
太

〇	

「
い
も
う
と
」	

吉
見
博
子

◎	

「
月
夜
」	

神
山
修
治

■
千
葉
県

◎	

「
星
と
七
夕
」	

山
田　

明

◎	

「
稲
作
拾
遺
譚
」	

嶋
津
治
夫

◎	

「
箒
星
現
れ
て
」	

山
下
亜
礎
華

〇	
「
祖
母
の
座
布
団
」	

飯
塚
加
津
子

〇	
「
涅
槃
絵
」	

葛
岡
昭
男

	

「
よ
そ
ん
が
」	

萩
野
大
三
郎

◎	

「
坂
の
上
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
吉
田
満
春

◎	

「
み
か
ん
色
の
夢
」	

佐
藤　

勉

■
東
京
都

〇	

「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
森
」	
金
森
純
二

◎	

「
漆
黒
の
祭
り
」	

大
谷
重
司

〇	

「
ヒ
ロ
イ
ン
」	

九
条
之
子

◎	

「
合
鍵
」	

牧　

康
子

◎	

「
真
っ
す
ぐ
歩
く
女
」
マ
ツ
イ
ア
キ
ラ

〇	

「
M
」	

池
田
恵
三

◎	

「
見
た
い
夢
」	

南　

理
維

◎	

「
奇
劇
の
星
～
亜
衣
と
ミ
ケ
、
魂
の
旅

～
」	

墨
島
碇

◎	

「
花
梨
の
花
」	

梨
田
智
光

◎	

「
託
さ
れ
た
日
記
」	

松
本
昴
幸

◎	

「
毎
日
が
大
晦
日
」	

太
原
正
裕

◎	

「
牡
丹
雪
」	

前
岡
光
明

◎	

「
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
」	

室
町　

眞

	

「
イ
ン
ド
の
休
日
」	

置
始
つ
ぐ
み

〇	

「
ア
ラ
イ
ブ
」	

荒
川
彌
生

〇	

「
鳩
ヶ
谷
物
語
」	

谷
口　

誠

◎	

「
徳
淵
の
津
」	

竹
中　

寛

	

「
バ
イ
・
ア
ン
ド
・
バ
イ
」
小
石
原
章
子

〇	

「
母
と
叔
父
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

弘

	

「
お
台
場
へ
」	

田
中
弘
司

◎	

「
冬
の
夢
の
終
わ
り
」	

武
藤
蓑
子

◎	

「
熱
帯
林
」	

篠
崎
フ
ク
シ

〇	

「
行
き
ず
り
の
人
」	

東
の
ぶ
こ

〇	

「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」	

佐
生
綾
子

●
第
13
回
銀
華
文
学
賞
に
御
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
日
本
全
国
か
ら
総
数
一
九
六
編
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
四
月
三
〇
日
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
厳
正
な
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
謹

ん
で
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
印
は
一
次
予
選
通
過
者
、
○
印
は
二
次
予
選
通
過
者
、
◎
印
は
三
次
予
選
通
過

者
で
す
。
長
い
タ
イ
ト
ル
、
複
数
タ
イ
ト
ル
は
短
く
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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■
神
奈
川
県

◎	

「
モ
ル
ダ
ウ
」	

楽
加
生

◎	

「
茜
色
の
カ
ノ
ン
」	

宮　

幸
作

◎	

「
ト
ウ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト　

誰
も
寝
て
は

な
ら
ぬ
」	

内
田
聖
子

	

「
ア
セ
ビ
の
森
」	

鈴
井
久
子

◎	

「
追
憶
の
孤
独
な
ブ
ラ
リ
散
歩
パ
ー
ト

２
」	

関
口
恭
徳

◎	

「
夏
の
終
わ
り
」	

福
田
由
紀
夫

◎	

「
棄
民
の
浜
」	

久
保
信
之

◎	

「
タ
カ
ヤ
ス
の
墓
参
り
」	

小
林　

健

◎	

「『
な
ん
で
も
あ
り
』
や
っ
た
」

	
	

土
井
荘
平

〇	

「
い
つ
か
日
の
目
を
見
ら
れ
る
よ
う

に
」　　
　
　
　
　
　
　

ゴ
ル
ビ
ー
長
田

◎	

「
父
の
髪
」	

河
野
つ
と
む

	

「
果
て
な
き
夢
」	

青
居　

空

■
新
潟
県

〇	

「（
仮
）」	

柴
野
裕
治

■
富
山
県

〇	

「
二
号
」	

白
河
葉

◎	

「
慰
謝
料
は
名
前
だ
け
」
早
月
春
美

	

「
サ
ク
ロ
ウ
と
朔
人
」	

道
谷
明
俊

◎	

「
今
井
秀
二
の
手
記　

暗
路　

Ⅱ
」

	
	

田
中　

豊

■
石
川
県

	

「
郎
女
物
語
」	

彬
コ
ー
ラ
ル

■
福
井
県

〇	

「
新
し
い
息
子
」	

近
藤
幹
夫

■
山
梨
県

◎	

「
行
き
合
い
の
空
」	

秋　

檀

■
長
野
県

〇	

「
サ
ム
ラ
イ
Ｐ
Ｔ
Ａ
」	

山
家
衛
艮

◎	

「
通
奏
低
音
」	

倉
持
れ
い
子

◎	

「
あ
り
ふ
れ
た
出
来
事
」	

き
な
り
か
ず

◎	

「
風
鐸
の
女
」	

山
崎
人
功

■
静
岡
県

◎	

「
奇
老
譚
―
月
は
見
て
い
た
」

	
	

し
の
ぶ
憂
一

〇	

「
分
子
電
話
」	

世
秋
恭
之
介

◎	

「
水
辺
の
メ
モ
リ
ー
」	

土
田
ひ
ろ
し

◎	

「
逮
夜
の
女
」	

馬
場　

駿

■
愛
知
県

〇	

「
ス
ン
ガ
リ
の
声
」	

内
紫

〇	

「
告
知
」	

M
V
A
N
N
O

	

「
黄
金
の
刻
」	

表
松
豆
杵

◎	

「
蛇
を
飼
う
」	

高
倉
摩
耶

■
三
重
県

〇	

「
山
門
の
別
れ
」	

荒
川
眞
人

◎	

「
神
棚
毀
し
」	

平
安
名
尚

〇	

「
青
春
ぽ
ろ
ろ
」	

藤
牧
初
彦

■
滋
賀
県

	

「
一
色
一
香
の
人
」	

高
城　

紹

◎	

「
強
制
養
子
縁
組
」	

西
本
美
彦

◎	

「
出
所
証
明
」	

原
浩
一
郎

■
京
都
府

〇	

「
初
夏
の
日
」	

東
田
浄
土

	

「
浮
き
球
君
の
恋
人
」
上
田
ゼ
ン
リ
ュ
ウ

〇	

「
よ
じ
ぼ
う
」	

タ
ク
ロ
ウ

■
大
阪
府

◎	

「
再
会
」	

滝
尾
鋭
治

◎	

「
誓
い
」	

森
園
哲
也

◎	

「
岸
和
田
合
戦
顛
末
記
」	

中
野
正
丈

〇	

「
訪
問
者
」	

加
藤
清
三
郎

◎	

「
マ
ツ
タ
ケ
狂
騒
曲
」	

内　

久
美
子

〇	

「
悔
恨
」	

池
永
伸
二

◎	

「
七
色
の
涙
」	

櫻
小
路
駿

◎	

「
蒼
い
残
滓
」	

勢　

隆
二

	

「
銀
河
荘
」	

内
村
今
日
平

	

「
さ
く
ら
」	

花
八
千
代

◎	

「
マ
ス
ク
」	

眞
住
居
明
代

〇	

「
鰻
の
香
り
」	

有
汐
明
生

〇	

「
十
津
川
の
せ
せ
ら
ぎ
」	

田
中
香
夏
子

◎	

「
花
の
ま
に
ま
に
」	

栄
内
唯
緒

〇	

「
死
の
影
」	

北
沢
誠
一
郎

■
兵
庫
県

	

「
隠
居
の
登
山
哀
歌
」	

荒
木　

徹

◎	

「
室
津
の
遊
女
友
君
」	

宮
本
義
則

	

「
油
屋
旅
館
の
向
こ
う
」	

高
橋
カ
ナ

	

「
コ
ン
ビ
ニ
模
様
」	

髙
見
貞
幸

	

「
帰
っ
て
き
た
す
み
子
さ
ん
」

	
	

浜
田
加
代
子

◎	

「
曠
日
」	

塩
崎
勝
彦

◎	

「
見
え
な
い
壁
」	

春
名
紀
子

◎	

「
三
社
祭
」	

大
森
康
宏

◎	

「
虫
」	

待
木　

啓

	

「
能
勢
の
里
山
」	

川
津
圭
介

	

「
ベ
ー
ゴ
マ
」	

加
賀
美
千
六

	

「
兄
嫁
」	

篁
は
る
か

◎	

「
基
盤
」	

加
崎
希
和

■
奈
良
県

	
「
ガ
ラ
ス
に
雨
が
」	

高
坂
正
澄

■
和
歌
山
県

◎	

「
Ｅ
と
老
人
」	

林　

晋
作

◎	

「
ニ
ッ
ト
帽
と
詩
人
」	

神
郷
愛
光

■
鳥
取
県

	

「
夢
幻
残
照
」	
森
兼
俊
治

■
島
根
県

◎	

「
道
昭
と
三
蔵
法
師
」	

三
元
タ
ナ
エ

〇	

「
八
月
の
残
滓
」	

杉
山
高
志

■
岡
山
県

	

「
春
乃
は
ゆ
く
」	

倉
坂
葉
子

◎	

「
子
さ
ら
い
の
ま
ち
」	

中
崎
紫
紅

◎	

「
雪
消
」	

大
場
荘
介

	

「
き
っ
と
晴
れ
る
」	

國
笙
ま
も
る

■
広
島
県

◎	

「
ど
ん
ぐ
り
の
詩
」	

徳
安
利
之

◎	

「
軋
む
歯
車
」	

飛
葉
哲
朗

◎	

「
脱
獄
犯
と
蛙
」	

横
山
太
一

◎	

「
一
本
の
電
話
」	

伊
藤
秀
輔

◎	

「
そ
の
灯
の
盾
」	

宮
内　

元

◎	

「
花
青
素
を　

お
ひ
と
つ
」
い
ま
だ
ま
り
こ

◎	

「
鈍
色
の
鉄
路
」	

梶
川
洋
一
郎

■
山
口
県

◎	

「
ム
カ
デ
記
念
日
」	

木
澤　

千

■
徳
島
県

◎	

「
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
お
茶
会
」	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
野　

啓

■
香
川
県

◎	

「
芝
居
」	

白
峰　

綾



■
愛
媛
県

◎	
「
よ
じ
わ
の
茂
蔵
」	

西
山
慶
尚

■
高
知
県

	

「
出
産
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
と
娘

は
言
う
」	

野
上
史
郎

■
福
岡
県

〇	

「
酔
芙
蓉
」	

井
本
元
義

◎	

「
悪
蔵
」	
脇
田　

正

◎	

「
万
華
鏡
」	
有
森
信
二

	

「
父
へ
の
想
い
」	

若
杉　

妙

〇	

「
こ
の
愛
の
行
方
」	

柳
風
亭
清
三

◎	

「
雨
が
あ
が
る
前
」	

吉
岡
幸
一

◎	

「
繍
雨
」	　
　
　
　
　

野
見
山
悠
紀
彦

	

「
戦
争
で
人
を
殺
し
た
父
親
を
持
つ
子

の
行
く
末
」	

中
野
俊
明

◎	

「
ま
ぼ
ろ
し
の
声
」	

星
野
秀
水

〇	

「
無
音
の
色
」	

チ
ャ
コ

◎	

「
お
と
う
と
」	

は
る
ひ

〇	

「
ほ
ら
男
爵
の
悲
し
い
冒
険
」　

	
	

守
駿
武
蘭

■
佐
賀
県

	

「
気
に
な
る
木
」　　
　

岩
田
へ
い
き
ち

■
長
崎
県

◎	

「
バ
タ
フ
ラ
イ
・
ア
リ
ス
」
三
ヶ
島
零

■
大
分
県

◎	

「
秋
月
の
朝
露
」	

笠
置
英
昭

	

「
風
の
輪
郭
」　　
　
　

見
良
津
珠
里
子

■
鹿
児
島
県

〇	

「
勇
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

	
	

穂
積
孝
博

■
応
募
者
の
皆
様
へ

第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
の
選
考
に
つ

い
て

　

第
13
回
「
文
芸
思
潮
」
銀
華
文
学
賞
へ

の
御
応
募
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
選
考

に
つ
い
て
選
考
委
員
会
よ
り
付
記
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
一
次
の
選
考
基
準
は
、
他
者
に
伝
わ

る
文
章
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
最
重

要
の
基
準
点
と
な
り
ま
す
。
ま
た
書
く
姿

勢
を
加
味
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少

し
文
章
が
粗
く
て
も
、
他
者
に
訴
え
た
い

切
実
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
は
一
次

を
通
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
逆
に
文
章
は

整
っ
て
い
て
も
、
書
く
姿
勢
が
曖
昧
な
も

の
、
書
く
必
然
性
が
希
薄
な
も
の
、
中
途

半
端
な
も
の
は
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
二
点
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
が

一
次
予
選
通
過
者
で
す
。
何
％
と
か
、
何

篇
以
内
と
か
、
数
字
の
枠
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
応
募
者
全
員
が
一
次

予
選
合
格
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

ま
た
第
二
次
予
選
は
、
そ
の
中
で
さ
ら

に
強
く
何
か
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
、
光
る

も
の
が
選
ば
れ
ま
す
。
何
か
が
読
み
手
の

中
に
残
っ
て
い
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
行
で
も
い
い
、
一
人
の
人
物

で
も
い
い
、
見
方
で
も
い
い
、
何
か
一
つ

心
に
残
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
、
上
に

拾
い
上
げ
た
く
な
る
と
い
う
、
一
つ
の
魅

力
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

　

第
三
次
予
選
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人

に
読
ん
で
ほ
し
く
な
る
よ
う
な
普
遍
的
な

力
を
備
え
て
い
る
か
が
、
選
考
の
基
準
に

な
り
ま
す
。
第
三
次
予
選
ま
で
通
過
し
た

作
品
は
、
だ
い
た
い
雑
誌
に
載
っ
て
も
い

い
、
人
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
も
何
か
訴
え

る
力
を
備
え
て
い
て
、
読
ん
だ
人
の
心
に

何
か
が
残
っ
て
新
た
な
力
に
な
る
よ
う
な

作
品
で
す
。

「
文
芸
思
潮
」
選
考
委
員
会
で
は
、
選
考

の
便
宜
性
を
重
視
し
て
作
品
数
に
よ
っ
て

制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
作
品
の
内
容
を

重
視
し
て
、
優
れ
た
作
品
が
た
く
さ
ん
あ

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
そ
の
作
品
の
価
値
や

レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、
作
品
を
残
す
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
場
合
に

よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
の
作
品
が
三
次
予

選
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
選
出
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
こ
れ
ら
の
点
を
御
了
解
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
ご
自
身
の
文
章
力
が
具
体
的
に

ど
れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
か
、
文
章
力
検

定
も
併
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
、
文
章
技
量
向
上
の
一
つ
の
目
安
に

な
る
と
思
い
ま
す
。	

（
銀
華
文
学
賞
選
考
委
員
会
）
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